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●�

﹁
決
め
な
い
政
治
﹂
か
ら
﹁
決

め
る
政
治
﹂
へ
？

　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
三
一
日
（
本
稿

脱
稿
日
）、
レ
バ
ノ
ン
に
新
大
統
領
が

誕
生
し
た
。
ミ
シ
ェ
ル
・
ア
ウ
ン
自
由

国
民
潮
流
代
表
・
元
国
軍
司
令
官
。
そ

の
結
果
、
前
大
統
領
の
任
期
が
終
了
し

た
二
〇
一
四
年
五
月
か
ら
続
い
て
き
た

二
九
カ
月
間
に
も
及
ん
だ
大
統
領
の
不

在
が
解
消
さ
れ
た
。

　

レ
バ
ノ
ン
で
は
、
二
年
以
上
に
わ
た

っ
て
大
統
領
、首
相
、国
民
議
会
の
「
三

重
の
空
白
」
が
続
い
て
き
た
。
大
統
領

は
不
在
、
首
相
は
あ
え
て
指
導
力
を
発

揮
し
な
い
、
国
民
議
会
に
は
二
〇
一
三

年
六
月
に
任
期
が
切
れ
た「
幽
霊
議
員
」

が
居
座
り
続
け
て
き
た
。

　

だ
が
、
こ
の
異
常
事
態
は
、
同
時
に
、

難
民
の
流
入
、
ジ
ハ
ー
ド
主
義
者
の
勢

力
拡
大
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
度
重
な

る
侵
攻
を
経
験
し
て
き
た
レ
バ
ノ
ン
と

い
う
小
国
が
シ
リ
ア
や
イ
ラ
ク
の
よ
う

に
「
破
綻
」
す
る
の
を
回
避
す
る
た
め

に
培
っ
て
き
た
叡
智
と
み
る
こ
と
も
で

き
る
。
政
党
や
政
治
家
た
ち
は
、
一
八

も
の
公
認
宗
派
を
抱
え
る
レ
バ
ノ
ン
社

会
の
脆
弱
性
を
熟
知
し
て
お
り
、
一
五

年
間
に
も
お
よ
ん
だ
凄
惨
な
内
戦
の
苦

い
記
憶
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え

に
、
政
治
的
な
火
種
と
な
る
決
定
を
先

送
り
に
す
る
「
決
め
な
い
政
治
」
を
選

ん
で
き
た
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

　

し
か
し
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
決
定

の
先
送
り
は
レ
バ
ノ
ン
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
ず
、
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
事
態
を
深
刻
化
さ
せ
る
危
険

を
は
ら
ん
で
い
る
。
今
回
の
新
大
統
領

の
選
出
は
、
レ
バ
ノ
ン
が
「
決
め
な
い

政
治
」
か
ら
「
決
め
る
政
治
」
へ
と
変

転
す
る
契
機
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

●�

選
挙
は
実
施
さ
れ
る
か
？

　

レ
バ
ノ
ン
の
大
統
領
（
任
期
六
年
）

選
挙
は
、
国
民
議
会
議
員
の
投
票
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
。
二
〇
一
四
年
に
任
期

切
れ
を
迎
え
た
前
大
統
領
の
後
任
選
挙

の
実
施
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
き
た
が
、

国
民
議
会
議
員
た
ち
は
、
投
票
の
ボ
イ

コ
ッ
ト
を
四
〇
回
以
上
も
重
ね
続
け
た
。

ま
さ
に
「
決
め
な
い
政
治
」
で
あ
る
。

　

レ
バ
ノ
ン
政
治
は
、
二
〇
〇
五
年
の

「
民
主
化
」、
す
な
わ
ち
、
一
五
年
間
に

お
よ
ん
だ
シ
リ
ア
に
よ
る
実
効
支
配
の

終
結
以
来
、「
三
月
八
日
勢
力
」（
親
シ

リ
ア
派
）
と
「
三
月
一
四
日
勢
力
」（
反

シ
リ
ア
派
）
の
二
つ
の
政
治
同
盟
に
よ

る
競
合
を
基
調
と
し
て
き
た
。
大
統
領

選
挙
に
お
い
て
も
、
両
陣
営
が
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
大
統
領
候
補
―
―
マ
ラ
ダ
潮

流
の
ス
ラ
イ
マ
ー
ン
・
フ
ァ
ラ
ン
ジ
ー

ヤ
代
表
と
自
由
国
民
潮
流
の
ミ
シ
ェ

ル
・
ア
ウ
ン
代
表
―
―
を
推
し
、
膠
着

状
態
が
続
い
て
い
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
急
転
直
下
で
ア

ウ
ン
氏
が
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
の
は

な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
両
陣
営
の
取
引
が

末
近 

浩
太

レ
バ
ノ
ン

―
「
決
め
な
い
政
治
」
の
ゆ
く
え
―

成
立
し
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
、「
三

月
一
四
日
勢
力
」
を
率
い
る
ム
ス
タ
ク

バ
ル
潮
流
の
サ
ア
ド
・
ハ
リ
ー
リ
ー
代

表
・
元
首
相
が
、
ア
ウ
ン
氏
支
持
へ
と

回
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
の
見
返
り

は
、
次
期
首
相
の
座
で
あ
っ
た
。
反
シ

リ
ア
派
の
ハ
リ
ー
リ
ー
氏
は
、
バ
ッ
シ

ャ
ー
ル
・
ア
サ
ド
政
権
の
崩
壊
を
待
た

ず
（
な
い
し
は
諦
め
）、
国
内
で
の
権

力
拡
大
の
た
め
の
現
実
的
な
取
引
に
応

じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
取
引

の
結
果
、「
決
め
な
い
政
治
」
は
「
決

め
る
政
治
」
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、

レ
バ
ノ
ン
に
久
々
に
「
挙
国
一
致
」
の

政
府
が
誕
生
す
る
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。

　

と
は
い
え
、
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
が
国

民
議
会
（
任
期
四
年
）
選
挙
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
六
月
に
実
施
さ
れ
る
は
ず

だ
っ
た
第
一
九
期
選
挙
は
、
二
〇
一
七

年
六
月
ま
で
延
期
さ
れ
た
。
延
期
の
理

由
が
「
政
治
的
な
行
き
詰
ま
り
と
隣
国

シ
リ
ア
の
内
戦
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
シ
リ
ア
情
勢
の
見
通
し
が

立
た
な
い
現
状
で
は
実
施
は
楽
観
視
で

き
ず
、
政
党
・
政
治
家
た
ち
が
再
延
期

を
判
断
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

　

ま
た
、
選
挙
法
の
改
正
自
体
が
「
三

月
八
日
勢
力
」
と
「
三
月
一
四
日
勢
力
」

と
の
間
の
大
き
な
争
点
と
な
っ
て
お
り
、

合
意
が
成
立
し
な
い
限
り
選
挙
の
実
施

は
困
難
で
あ
る
。
仮
に
実
施
さ
れ
た
と
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し
て
も
、
権
力
分
有
を
基
調
と
す
る
現

行
の
制
度
下
で
新
内
閣
の
組
閣
が
ス
ム

ー
ズ
に
運
ぶ
と
は
限
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
統
一
地
方
議
会
選
挙
（
任

期
六
年
）
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
六
年

五
月
に
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
。

●�

シ
リ
ア
紛
争
の
波
及
と
難
民
の

流
入

　

レ
バ
ノ
ン
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の

課
題
は
、
シ
リ
ア
紛
争
の
波
及
と
難
民

の
流
入
で
あ
る
。

　

紛
争
の
波
及
に
つ
い
て
い
え
ば
、
シ

リ
ア
紛
争
が
、
ア
サ
ド
政
権
と
の
関
係

を
異
に
す
る「
三
月
八
日
勢
力
」と「
三

月
一
四
日
勢
力
」
の
対
立
を
激
化
さ
せ

た
。
さ
ら
に
は
、
シ
リ
ア
の
ス
ン
ナ
派

の
武
装
勢
力
の
侵
入
が
国
内
治
安
の
悪

化
を
招
き
、
首
都
ベ
イ
ル
ー
ト
周
辺
で

も
テ
ロ
事
件
が
頻
発
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
レ
バ
ノ

ン
の
主
要
な
政
党
・
政
治
家
は
、
二
〇

一
二
年
六
月
に
シ
リ
ア
紛
争
の
政
治
利

用
を
自
制
す
る
こ
と
で
合
意
し
（
バ
ア

ブ
ダ
ー
宣
言
）、
そ
れ
以
降
は
政
治
対

立
の
緩
和
に
つ
と
め
て
き
た
。
ま
た
、

レ
バ
ノ
ン
国
軍
と
内
務
治
安
軍
は
、
シ

リ
ア
と
の
国
境
地
帯
で
の
警
備
を
強
化

し
て
お
り
、
自
国
領
内
に
侵
入
し
た
武

装
勢
力
と
の
交
戦
を
続
け
て
い
る
。

　

し
か
し
、
他
方
、
シ
リ
ア
か
ら
の
難

民
流
入
に
つ
い
て
は
、
レ
バ
ノ
ン
は
有

効
な
手
立
て
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で
き

て
お
ら
ず
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
の
登
録
難
民

だ
け
で
一
〇
〇
万
人
を
超
え
て
お
り

（
レ
バ
ノ
ン
の
総
人
口
は
四
〇
〇
万
人

強
）、
大
き
な
社
会
経
済
的
負
担
と
な

っ
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
一
月
、
シ
リ

ア
人
に
対
し
て
査
証
の
発
給
に
よ
る
入

国
制
限
が
導
入
さ
れ
た
が
、
紛
争
の
さ

ら
な
る
激
化
に
よ
り
難
民
の
流
入
自
体

を
止
め
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

●�

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
紛
争

　

レ
バ
ノ
ン
の
将
来
に
と
っ
て
の
不
安

材
料
と
し
て
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
紛
争
も
看
過
で
き
な
い
。
両

者
の
全
面
衝
突
は
二
〇
〇
六
年
夏
以
来

起
こ
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
レ
バ
ノ
ン

南
部
地
域
や
シ
リ
ア
領
ゴ
ラ
ン
高
原
周

辺
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
国
境
地
帯
で
は

散
発
的
な
小
競
り
合
い
が
続
い
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
両
者
の
全
面
衝
突
が
再
発

す
る
蓋
然
性
は
低
下
し
て
い
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
第
一
に
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー

の
軍
事
部
門
の
主
力
部
隊
が
シ
リ
ア
に

展
開
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ヒ
ズ
ブ

ッ
ラ
ー
は
、
ア
サ
ド
政
権
を
支
援
す
る

た
め
に
シ
リ
ア
紛
争
に
介
入
し
て
お
り
、

深
刻
な
物
理
的
・
人
的
被
害
を
受
け
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の

二
正
面
作
戦
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
二
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
か
ら
み
た

と
き
に
、
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
と
そ
れ
が
支

援
す
る
ア
サ
ド
政
権
が
実
質
的
に
は

「
イ
ス
ラ
ー
ム
国
」（
Ｉ
Ｓ
）
を
は
じ
め

と
す
る
ス
ン
ナ
派
の
ジ
ハ
ー
ド
主
義
者

の
脅
威
に
対
す
る
抑
止
力
と
し
て
機
能

し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
に
と
っ
て
、
両
者
が
シ
リ
ア
で

衝
突
・
損
耗
し
て
い
る
な
か
で
、
ヒ
ズ

ブ
ッ
ラ
ー
を
殲
滅
さ
せ
る
よ
う
な
大
規

模
な
軍
事
行
動
に
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
。

事
実
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ゴ
ラ
ン
高
原
周

辺
を
中
心
に
ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
へ
の
空
爆

を
散
発
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
規
模
は
ミ
サ
イ
ル
／
ロ
ケ
ッ
ト
兵

器
の
破
壊
や
幹
部
の
暗
殺
な
ど
に
限
定

さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
②
）。

●�

声
を
上
げ
始
め
た
市
民

　

総
体
と
し
て
み
れ
ば
、
レ
バ
ノ
ン
の

将
来
は
極
め
て
不
透
明
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
小
国
で
あ
る
レ
バ
ノ
ン
が
、
プ
ロ

ア
ク
テ
ィ
ヴ
に
運
命
を
切
り
拓
く
よ
り

は
、「
破
綻
」
の
回
避
と
い
う
最
低
限

の
目
標
の
た
め
に
リ
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
生

存
戦
略
を
と
っ
て
き
た
た
め
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
新
し
い
動
き
も
出
て
き

て
い
る
。「
決
め
な
い
政
治
」
は
、
選

挙
の
不
実
施
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
停
滞

な
ど
国
家
機
能
の
麻
痺
の
か
た
ち
で
市

民
社
会
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
き
た
。

二
〇
一
五
年
夏
以
降
、
ベ
イ
ル
ー
ト
県

で
の
ゴ
ミ
の
収
集
が
滞
っ
て
お
り
、
市

民
の
不
満
は
限
界
に
達
し
て
い
る
。「
お

ま
え
た
ち
は
悪
臭
を
放
っ
て
い
る
運

動
」、「
我
々
は
説
明
責
任
を
求
め
る
運

動
」
な
ど
、
政
党
・
政
治
家
た
ち
を
批

判
す
る
市
民
運
動
が
現
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
声
は
、
レ
バ
ノ
ン

政
治
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
向
け
ら
れ

た
も
の
と
み
る
必
要
が
あ
る
。「
決
め

な
い
政
治
」
も
「
決
め
る
政
治
」
も
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
従
来
の
政
党
・
政
治

家
た
ち
の
取
引
に
よ
っ
て
「
決
め
ら
れ

た
も
の
」
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
す
え
ち
か　

こ
う
た
／
立
命
館
大
学

国
際
関
係
学
部
教
授
）

《
参
考
文
献
》

① 

末
近
浩
太
「
レ
バ
ノ
ン
―
―
『
決
め

な
い
政
治
』
が
支
え
る
脆
い
自
由
と

平
和
―
―
」（
青
山
弘
之
編
『「
ア
ラ

ブ
の
心
臓
」
に
何
が
起
き
て
い
る
の

か
―
―
現
代
中
東
の
実
像
―
―
』
岩

波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
八
五
―
一

一
五
ペ
ー
ジ
。

② 

―
―
―
「
ク
サ
イ
ル
か
ら
の
道
―
―

ヒ
ズ
ブ
ッ
ラ
ー
に
よ
る
シ
リ
ア
『
内

戦
』
へ
の
軍
事
介
入
の
拡
大
」（『
中

東
研
究
』
第
五
二
五
号
、
二
〇
一
六

年
一
月
）
五
二
―
六
四
ペ
ー
ジ
。

19_特集.indd   13 16/12/26   10:19


